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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論  

  

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。  

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差(())にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるのの

でで，，ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。

今今後後はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

スピン依存伝導現象の理論的研究 

 

氏氏名名：：      挽挽野野  真真一一／／HHIIKKIINNOO  SShhiinniicchhii  EE--mmaaiill：：  hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

教師による実践研究法の探求 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  卓卓郎郎／／FFUUJJIITTAA  TTaakkuurroo  EE--mmaaiill：：  tt--ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  MMAA  iinn  TTEEFFLL  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国英英語語教教育育学学会会，，外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,    

中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  外外国国語語教教育育研研究究，，タタススクク・・ベベーーススのの言言語語指指導導，，実実践践研研究究法法  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

  【【英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成】】  

英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成やや，，ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの動動機機づづけけをを促促進進すするる指指導導法法をを研研究究ししてていいまま

すす。。特特にに，，タタススククとと呼呼ばばれれるるココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動をを用用いいたた言言語語指指導導（（TTaasskk--BBaasseedd  LLaanngguuaaggee  TTeeaacchhiinngg））ににつついいてて

研研究究ししてていいまますす。。ココミミュュニニケケーーシショョンンをを活活性性化化すするるタタススククのの作作成成方方法法やや指指導導方方法法にに関関心心ががあありりまますす。。ここれれままででににはは，，

ススピピーーキキンンググタタススククをを行行うう前前のの事事前前準準備備時時間間（（pprree--ttaasskk  ppllaannnniinngg  ttiimmee））ややタタススククのの繰繰りり返返しし（（ttaasskk  rreeppeettiittiioonn））がが学学習習

者者のの発発話話のの流流暢暢ささ，，複複雑雑ささ，，正正確確ささにに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究報報告告をを行行っってていいまますす。。  

  

【【英英語語教教師師にによよるる実実践践研研究究法法】】  

英英語語教教師師がが自自身身のの指指導導文文脈脈ににおおいいてて行行うう，，実実践践研研究究（（pprraaccttiittiioonneerr  rreesseeaarrcchh））のの方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。

具具体体的的ににはは，，アアククシショョンン・・リリササーーチチ（（aaccttiioonn  rreesseeaarrcchh）），，探探究究的的実実践践（（eexxpplloorraattoorryy  pprraaccttiiccee）），，反反省省的的実実践践（（rreefflleeccttiivvee  

pprraaccttiiccee））ののアアププロローーチチをを用用いいたた実実践践研研究究法法にに関関心心ががあありりまますす。。教教室室内内ででのの教教育育実実践践かからら理理論論をを生生成成すするる方方法法やや，，

理理論論とと実実践践をを融融合合ささせせるるたためめのの方方法法をを研研究究ししてていいまますす。。ここれれままででににはは，，IICCTT ややタタススククをを用用いいたた言言語語指指導導ににつついいてて，，

アアククシショョンン・・リリササーーチチやや探探究究的的実実践践のの枠枠組組みみをを用用いいたた実実践践研研究究をを報報告告ししてていいまますす。。ままたた，，実実践践研研究究にに関関すするるワワーークク

シショョッッププ・・講講演演をを行行っったたりり，，研研究究法法にに関関すするる書書籍籍をを出出版版ししたたりりししてていいまますす。。  

  

著著書書  

 浦浦野野研研・・亘亘理理陽陽一一・・田田中中武武夫夫・・藤藤田田卓卓郎郎・・髙髙木木亜亜希希子子・・酒酒井井英英樹樹  ((22001166))..  『『ははじじめめててのの英英語語教教育育研研究究：：押押ささ

ええてておおききたたいいココツツととポポイインントト』』  研研究究社社..  

 田田中中武武夫夫・・髙髙木木亜亜希希子子・・藤藤田田卓卓郎郎・・滝滝沢沢雄雄一一・・酒酒井井英英樹樹  ((22001199))..  『『英英語語教教師師ののたためめのの「「実実践践研研究究」」ガガイイドドブブ

ッックク』』  大大修修館館書書店店..  

  

ワワーーククシショョッッププ・・講講演演  

 中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会研研究究法法セセミミナナーー  

 関関西西英英語語教教育育学学会会第第 3355 回回 KKEELLEESS セセミミナナーー  

 関関西西英英語語教教育育学学会会 22001199 年年度度（（第第 2244 回回））研研究究大大会会セセミミナナーー  

 外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会（（LLEETT））第第 6600 回回全全国国研研究究大大会会ワワーーククシショョッッププ    
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論  

  

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。  

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差((θθ  ))にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。θθ  をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるののでで，，

ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。今今後後

はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

スピン依存伝導現象の理論的研究 

 

氏氏名名：：      挽挽野野  真真一一／／HHIIKKIINNOO  SShhiinniicchhii  EE--mmaaiill：：  hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

教師による実践研究法の探求 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  卓卓郎郎／／FFUUJJIITTAA  TTaakkuurroo  EE--mmaaiill：：  tt--ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  MMAA  iinn  TTEEFFLL  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国英英語語教教育育学学会会，，外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,    

中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  外外国国語語教教育育研研究究，，タタススクク・・ベベーーススのの言言語語指指導導，，実実践践研研究究法法  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

  【【英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成】】  

英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成やや，，ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの動動機機づづけけをを促促進進すするる指指導導法法をを研研究究ししてていいまま

すす。。特特にに，，タタススククとと呼呼ばばれれるるココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動をを用用いいたた言言語語指指導導（（TTaasskk--BBaasseedd  LLaanngguuaaggee  TTeeaacchhiinngg））ににつついいてて

研研究究ししてていいまますす。。ココミミュュニニケケーーシショョンンをを活活性性化化すするるタタススククのの作作成成方方法法やや指指導導方方法法にに関関心心ががあありりまますす。。ここれれままででににはは，，

ススピピーーキキンンググタタススククをを行行うう前前のの事事前前準準備備時時間間（（pprree--ttaasskk  ppllaannnniinngg  ttiimmee））ややタタススククのの繰繰りり返返しし（（ttaasskk  rreeppeettiittiioonn））がが学学習習

者者のの発発話話のの流流暢暢ささ，，複複雑雑ささ，，正正確確ささにに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究報報告告をを行行っってていいまますす。。  

  

【【英英語語教教師師にによよるる実実践践研研究究法法】】  

英英語語教教師師がが自自身身のの指指導導文文脈脈ににおおいいてて行行うう，，実実践践研研究究（（pprraaccttiittiioonneerr  rreesseeaarrcchh））のの方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。

具具体体的的ににはは，，アアククシショョンン・・リリササーーチチ（（aaccttiioonn  rreesseeaarrcchh）），，探探究究的的実実践践（（eexxpplloorraattoorryy  pprraaccttiiccee）），，反反省省的的実実践践（（rreefflleeccttiivvee  

pprraaccttiiccee））ののアアププロローーチチをを用用いいたた実実践践研研究究法法にに関関心心ががあありりまますす。。教教室室内内ででのの教教育育実実践践かからら理理論論をを生生成成すするる方方法法やや，，

理理論論とと実実践践をを融融合合ささせせるるたためめのの方方法法をを研研究究ししてていいまますす。。ここれれままででににはは，，IICCTT ややタタススククをを用用いいたた言言語語指指導導ににつついいてて，，

アアククシショョンン・・リリササーーチチやや探探究究的的実実践践のの枠枠組組みみをを用用いいたた実実践践研研究究をを報報告告ししてていいまますす。。ままたた，，実実践践研研究究にに関関すするるワワーークク

シショョッッププ・・講講演演をを行行っったたりり，，研研究究法法にに関関すするる書書籍籍をを出出版版ししたたりりししてていいまますす。。  

  

著著書書  

• 浦浦野野研研・・亘亘理理陽陽一一・・田田中中武武夫夫・・藤藤田田卓卓郎郎・・髙髙木木亜亜希希子子・・酒酒井井英英樹樹  ((22001166))..  『『ははじじめめててのの英英語語教教育育研研究究：：押押ささ

ええてておおききたたいいココツツととポポイインントト』』  研研究究社社..  

• 田田中中武武夫夫・・髙髙木木亜亜希希子子・・藤藤田田卓卓郎郎・・滝滝沢沢雄雄一一・・酒酒井井英英樹樹  ((22001199))..  『『英英語語教教師師ののたためめのの「「実実践践研研究究」」ガガイイドドブブ

ッックク』』  大大修修館館書書店店..  

  

ワワーーククシショョッッププ・・講講演演  

• 中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会研研究究法法セセミミナナーー  

• 関関西西英英語語教教育育学学会会第第 3355 回回 KKEELLEESS セセミミナナーー  

• 関関西西英英語語教教育育学学会会 22001199 年年度度（（第第 2244 回回））研研究究大大会会セセミミナナーー  

• 外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会（（LLEETT））第第 6600 回回全全国国研研究究大大会会ワワーーククシショョッッププ    
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

教師による実践研究法の探求 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  卓卓郎郎／／FFUUJJIITTAA  TTaakkuurroo  EE--mmaaiill：：  tt--ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  MMAA  iinn  TTEEFFLL  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国英英語語教教育育学学会会，，外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,    

中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  外外国国語語教教育育研研究究，，タタススクク・・ベベーーススのの言言語語指指導導，，実実践践研研究究法法  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

  【【英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成】】  

英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成やや，，ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの動動機機づづけけをを促促進進すするる指指導導法法をを研研究究ししてていいまま

すす。。特特にに，，タタススククとと呼呼ばばれれるるココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動をを用用いいたた言言語語指指導導（（TTaasskk--BBaasseedd  LLaanngguuaaggee  TTeeaacchhiinngg））ににつついいてて

研研究究ししてていいまますす。。ココミミュュニニケケーーシショョンンをを活活性性化化すするるタタススククのの作作成成方方法法やや指指導導方方法法にに関関心心ががあありりまますす。。ここれれままででににはは，，

ススピピーーキキンンググタタススククをを行行うう前前のの事事前前準準備備時時間間（（pprree--ttaasskk  ppllaannnniinngg  ttiimmee））ややタタススククのの繰繰りり返返しし（（ttaasskk  rreeppeettiittiioonn））がが学学習習

者者のの発発話話のの流流暢暢ささ，，複複雑雑ささ，，正正確確ささにに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究報報告告をを行行っってていいまますす。。  

  

【【英英語語教教師師にによよるる実実践践研研究究法法】】  

英英語語教教師師がが自自身身のの指指導導文文脈脈ににおおいいてて行行うう，，実実践践研研究究（（pprraaccttiittiioonneerr  rreesseeaarrcchh））のの方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。

具具体体的的ににはは，，アアククシショョンン・・リリササーーチチ（（aaccttiioonn  rreesseeaarrcchh）），，探探究究的的実実践践（（eexxpplloorraattoorryy  pprraaccttiiccee）），，反反省省的的実実践践（（rreefflleeccttiivvee  

pprraaccttiiccee））ののアアププロローーチチをを用用いいたた実実践践研研究究法法にに関関心心ががあありりまますす。。教教室室内内ででのの教教育育実実践践かからら理理論論をを生生成成すするる方方法法やや，，

理理論論とと実実践践をを融融合合ささせせるるたためめのの方方法法をを研研究究ししてていいまますす。。ここれれままででににはは，，IICCTT ややタタススククをを用用いいたた言言語語指指導導ににつついいてて，，

アアククシショョンン・・リリササーーチチやや探探究究的的実実践践のの枠枠組組みみをを用用いいたた実実践践研研究究をを報報告告ししてていいまますす。。ままたた，，実実践践研研究究にに関関すするるワワーークク

シショョッッププ・・講講演演をを行行っったたりり，，研研究究法法にに関関すするる書書籍籍をを出出版版ししたたりりししてていいまますす。。  

  

著著書書  

• 浦浦野野研研・・亘亘理理陽陽一一・・田田中中武武夫夫・・藤藤田田卓卓郎郎・・髙髙木木亜亜希希子子・・酒酒井井英英樹樹  ((22001166))..  『『ははじじめめててのの英英語語教教育育研研究究：：押押ささ

ええてておおききたたいいココツツととポポイインントト』』  研研究究社社..  

• 田田中中武武夫夫・・髙髙木木亜亜希希子子・・藤藤田田卓卓郎郎・・滝滝沢沢雄雄一一・・酒酒井井英英樹樹  ((22001199))..  『『英英語語教教師師ののたためめのの「「実実践践研研究究」」ガガイイドドブブ

ッックク』』  大大修修館館書書店店..  

  

ワワーーククシショョッッププ・・講講演演  

• 中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会研研究究法法セセミミナナーー  

• 関関西西英英語語教教育育学学会会第第 3355 回回 KKEELLEESS セセミミナナーー  

• 関関西西英英語語教教育育学学会会 22001199 年年度度（（第第 2244 回回））研研究究大大会会セセミミナナーー  

• 外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会（（LLEETT））第第 6600 回回全全国国研研究究大大会会ワワーーククシショョッッププ    
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